
　8月22日に、第3回基礎力養成講座が、理学部地球科学科 木村浩之先生によって行われました。題目は「海底堆積物から
の贈り物、メタン！～地球科学と微生物の融合研究からエネルギー生産、防災対策まで～」でした。西南日本の太平洋側の
地下には付加体という厚い堆積層があり、深部では温水とメタンが蓄えられています。メタンは微生物によって生成され
ますが、その最適な条件や、温泉とともに採取されるメタンや水素を用いた分散型エネルギーによる発電の仕組みなど
を学びました。また、9月16日には本テーマでのワークショップが開催されました。

　9月16日は、工学部機械工学科の三浦憲二郎先生の基礎力養成講座「デジタルスタイリングデザイン～感性を生かした
ものづくり～」が開講されました。自動車や飛行機などのものづくりにおいて、人の感性を反映させるツールの開発や
デザインの質を高める曲線についての話を伺いました。講義の終盤で『２次関数  の原点における「曲率半径」を
求めよ』という課題に挑戦しました。受講生からは、点を決めることによってどうして曲面が作成できるのか、曲線の機能
と美しさの関係などの質問が寄せられました。また、10月28日には本テーマでのワークショップが開催されました。

　10月28日は、農学部生物資源科学科・中塚貴司先生による基礎力養成講座「花の色のいろいろ」が開講されました。
普段何気なく見ている花には様々な花色が存在します。花色は、花の形や香りとともに、花を特徴付ける重要な要素の
一つですが、多彩な花色は、花びらに蓄積している色素の種類や量の違いによって生み出されます。これらの植物色素
の特徴や、植物が色素を作り出す仕組み、遺伝子組換え技術による新たな花色の作出について話を伺いました。また
11月23日に本テーマのワークショップが開催され、英語を交えた活発な討論がなされました。

　


